
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
貴
生
川
地
区
福
祉
協
議
会
で
は
研
修

の
一
環
と
し
て
、
２
月
７
日
、
信
楽
町

の
県
立
陶
芸
の
森
で
行
わ
れ
た
信
楽
地

域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
活
動
の
実
践
報
告
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
会
場
ま
で
は
、信
楽
高
原
鐵
道
と
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
利
用
し
、「
再
運
行
さ
れ
た

信
楽
高
原
鐵
道
に
乗
る
機
会
が
で
き
て

良
か
っ
た
わ
」
と
、
つ
か
の
間
の
鉄
道

の
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
先
進
的
な
取
り
組
み

を
今
後
の
地
域
の
福
祉
活
動
に
生
か
そ

う
と
熱
心
に
聞
き
入
り
、
有
意
義
な
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
て
の
人
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、

「
防
災
と
さ
さ
え
あ
い
」
と
題
し
て
研
修
会
が
２
月
19
日
、
フ
ィ

ラ
ン
ソ
土
山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
の
被
災
地
で
支
援
経
験
の
あ
る
高
島
市
の
井い

岡お
か

仁ひ
と

志し

さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
災
害
時
に
配
慮
が
必
要
な
方
た
ち
の
視
点
に

立
っ
た
防
災
と
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
の
自
主
防
災
会
や
自
治
振
興
会
、
障
が
い
者
団
体

各
代
表
の
方
を
交
え
て
、
防
災
や
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
足
早
く
春
を
満
喫
　
盆
梅
列
車

●
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　

信
楽
高
原
鐵
道
で
は
、
２
月
14
日
か

ら
３
月
８
日
に
か
け
て
盆
梅
列
車
が
運

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
梅
の
ほ
の
か
な
香
り
が
漂
う
鉢
植
え

が
並
ん
だ
車
内
に
は
、
鶯
の
鳴
き
声
が

流
れ
、
乗
車
さ
れ
た
方
は
、「
ほ
っ
と
で

き
る
雰
囲
気
で
、
春
が
も
う
そ
こ
ま
で

来
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
」
と
鉄
道
の

旅
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
、
ま
ち
の
魅
力
を
体
感
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
「
春
の
信
楽
ア
ー
ト
な

歩
き
方
」
や
「
信
楽
窯
元
散
策
路　

第

10
回
ぶ
ら
り
窯
元
め
ぐ
り
」
な
ど
が
催

さ
れ
ま
す
。
鉄
道
に
乗
っ
て
、
信
楽
散

策
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

みんなで支え合うために
●土山地域市民センター

地域の方とふれあい
交流でじゃが餅作り

　
甲
南
第
三
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
２
月
12
日
、
宮
地
区
の

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
と
じ
ゃ
が
餅
作
り
で
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
下
野
川
延
寿
会
の
皆
さ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
に

じ
ゃ
が
餅
の
作
り
方
を
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、「
お
餅
の
よ
う
に
も
ち
っ
と
し
て
お
い
し

か
っ
た
。
家
族
に
作
っ
て
あ
げ
よ
う
と
思
う
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
下
野
川
延
寿
会
の
皆
さ
ん
へ
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
肩
た
た
き
。
地
域
の
方
と
ふ
れ
あ
う
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
会
は
信
楽
高
原
鐵
道
に
乗
っ
て

●
貴
生
川
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

▲梅の鉢植えが並ぶ車内

●甲南第三地域市民センター

▲じゃが餅作りを楽しむ子どもたち

▶
信
楽
高
原
鐵
道
で
会
場
へ

出
発
す
る
委
員
の
皆
さ
ん

▲熱心に耳を傾ける参加者

問
い
合
わ
せ

甲賀木の駅運営委員会（竹中島）　☎８８-４３１２

　昨年６月にスタートした、森林の環境保全と地域振興を目的と
した事業「甲賀木の駅プロジェクト」が本格的に動きだしました。
　この事業は、林業研究グループ「甲賀愛林クラブ」と大原自
治振興会の有志による運営委員会が進めているものです。間伐
材の買い取り額に対して同会が一定額を上乗せし、地域振興券
「モリ券」として出荷者に発行する仕組みで、現在、出荷者は
２８人が登録し、昨年６月からの出荷量は約１００トンに上ります。
　このほど、モリ券の発行が始まり、甲賀町内の１５店舗で利用
できるようになりました。
　同会では、モリ券を通じて商店の利用が増え、地域の活性化
に繋がればと期待を膨らませています。

▲�地域振興券「モリ券」を紹介する運営委員長の竹中島さ
ん（右）と同商店街事業部担当の増田さん（左）

地域振興券「モリ券」発行で地域活性化
— 甲賀木の駅プロジェクト  —

滋
賀
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
あ
な
た
の
一
票
が
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
一
票
に
な
り
ま
す
。

安
易
に
棄
権
す
る
こ
と
な
く
貴
重
な

一
票
を
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

 

投
票
で
き
る
方
は

【
年
齢
】
投
票
日
現
在
、
年
齢
20
歳
以

上
の
日
本
国
民
（
平
成
７
年
４
月
13

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

【
住
所
】
平
成
27
年
１
月
２
日
ま
で
に

甲
賀
市
へ
の
転
入
届
出
を
さ
れ
、
４

月
２
日
ま
で
引
き
続
き
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
方

 

住
所
を
移
さ
れ
た
方
は

・�

平
成
27
年
１
月
２
日
ま
で
に
転
出
し
、
県
内

の
新
し
い
住
所
地
で
転
入
届
を
さ
れ
た
方

　
→
県
内
の
新
し
い
住
所
地
で
の
投
票

・�

甲
賀
市
か
ら
平
成
27
年
１
月
３
日
以

降
に
滋
賀
県
内
の
他
市
町
に
転
出
さ

れ
た
方

　

�

→
引
き
続
き
滋
賀
県
内
の
転
出
先
に
居

住
し
て
い
る
場
合
の
み
甲
賀
市
で
投
票

★�

市
役
所
等
の
住
民
登
録
窓
口
で
発

行
す
る
「
引
き
続
き
滋
賀
県
の
区

域
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

 

不
在
者
投
票
制
度
の
ご
利
用
を

・�

仕
事
や
勉
強
の
た
め
、
市
外
に
滞
在

さ
れ
て
い
る
方
は
、
投
票
用
紙
を
甲

賀
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

・�

指
定
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所

さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設
内
で

不
在
者
投
票
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、

指
定
病
院
や
施
設
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

・�

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方

で
、
事
前
に
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
早

め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
当
日
投
票
に
行
け
な
い
方
は
期
日
前
投
票
を

【
期
間
】
４
月
４
日（
土
）～
11
日（
土
）

【
時
間
】
８
時
30
分
～
20
時

【
場
所
】

・�

水
口
庁
舎
３
階　
第
２・３
会
議
室

・�

甲
南
庁
舎
１
階�

　
　
　
　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

・�

土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階�

　
　
　
　
玄
関
横
ス
ペ
ー
ス

・�

甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
住
民
サ
ロ
ン

・�

信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階�

　
　
　
　
事
務
室

※
宣
誓
書
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

い
ず
れ
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
場
整
理

券
は
棄
権
防
止
や
投
票
所
で
の
整
理

の
た
め
の
も
の
で
す
の
で
、
ご
持
参

い
た
だ
か
な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す

が
、
お
手
元
に
届
い
て
い
れ
ば
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

◆
告
示
日
／
４
月
３
日（
金
）

◆
投
票
日
／�

４
月
12
日（
日
） 

７
時
～
20
時�

�（
大
河
原
、
鮎
河
、
畑
の
投
票
所
は
19
時
ま
で
）

問い合わせ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
６
5‐０
６
６
７
／

６
３‐４
５
６
１
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